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西東京市議会議員 田村ひろゆき

2018年12月初当選。無所属1期目。1978年7月西

東京市向台町生まれ。上向台小、田無第一中、中央

大学杉並高、中央大学法学部政治学科卒。

元旅行会社社員、武蔵野大学職員、衆院議員秘書。

議員インターンシップの運営を柱に若者の政治参加を進

める活動に20年以上関わってきました。政治を少しでも

身近に感じてもらえるよう、取り組んでまいります。

市民の活動場所がピンチ！中央図書館・田無公民館の耐震改修02

徹底した情報公開・市政をもっとわかりやすく。

市政報告かわら版は、議会翌月の1・4・7・10月発行予定です。

多くの市民に利用されている中央図書館・田無公民館ですが、耐震改修工事のため令和３年度（来年度）
に休館する予定です。開館から45年が経過し老朽化が進んでいるのは事実ですが、近隣では市民会館も閉
館し、現状でも市民の活動場所は不足しています。市民会館跡地に建設される官民連携施設の運用開始は
令和４年度を予定しています。せめてこの施設の完成後
に工事をすればまだ影響を抑えられるのですが・・・

市では、公民館全館の利用区分を見直し、午後の時間帯
を２つに分けることによって利用可能な枠が増えるから
大丈夫、他の公民館を使って！と言っていますが、まさ
に机上の空論です。令和３年度の工事実施は凍結せよ！
と主張しています。

令和３年度には耐震改修工事のため利用できなくなる予定だ

新型コロナウイルスの感染拡大により、本市でも過去に経験したことのない事態となっています。学校の休校、公共施設

の利用休止、行事の中止等が長期間にわたり、市民の皆様も様々なご不便を感じておられると思います。情報発信の

あり方、子どもの居場所確保、マスク等の備蓄品の状況など、市民の皆様からお寄せいただく声をもとに、議会質問や

対策本部への書面提出などあらゆる機会を通じて要望を伝えており、今後も継続して行ってまいります。また、市民の方、

事業者の方の相談窓口、支援に関する情報は市報やホームページにも掲載されております。あわせてご参照ください。

３月議会の一般質問で、リーダーに求められる資質について問いました。
市長は、「市政運営について明確な方向性を示し、市民の皆様、市議会
の皆様のご理解とご協力を得ながら、職員の先頭に立ち、市民のための
市政を前に進めること」と答弁しました。

この答弁を特に否定はしません。むしろおっしゃる通りだと思います。
しかし、残念ながら議会答弁ではあらかじめ用意された原稿を読むだけで再質問にはほとんど答えず、答弁
は部下任せ。新型コロナウイルスへの対応でも、他自治体のトップが積極的に考え方を発信する中、市長の
生の声はなかなか伝わってきませんでした。市長任期は残り１年を切っています。残りの任期で市長自らが
おっしゃったとおりのリーダーシップを発揮してくれるのか。市民の皆さんも注目してください。

01 市長に問う！リーダーに求められる資質とは？



「議会トーク」今回はオンラインで開催！ 4/26(日)10時から 編集後記
次々に直面したことのない
事態が発生し、絶対的な答
えがない中で、何とかより
確からしい答えを出すため
模索するような毎日です。
市民の皆さんも大変な状況
が続くと思いますが、デマ
や詐欺に騙されることなく、
正確な情報に基づいて行動
してください。

議会終了後に開催していた「議会トーク」ですが、今回はビデオ会議システムZOOMを
使ったオンライン開催とさせていただきます。聞くだけ、顔出しなしの参加も可能で
すので、この機会にこれまで参加したことのない方も是非ご参加ください！

日 時 4月26日（日）10時～11時30分
参加方法（入室URL）は前日までに田村の公式ＨＰ、Facebook、Twitterに掲載します。

もちろん、ネット環境が整わず参加できない方も多いと思います。次回６月議会後の
会はこれまで通り会場を借りての開催ができればと思います。よろしくお願いします。

■予算特別委員会もインターネット中継を

新型コロナウイルスの影響で３月議会は傍聴自粛のお願いをしました。12月議会から常任委員会（企
画総務、文教厚生、建設環境）のYouTubeによる中継が始まっていたのは幸いでしたが、年１回ずつ
の予算・決算の特別委員会は中継なし。部屋が広く固定カメラで対応できないのも理由と思いますが、
今回の予算特別委員会は事実上の非公開会議となってしまいました。今回は仕方がないで終わらせず、
予算特別委員会のインターネット中継も実現すべきです。

■災害備蓄品としてのマスクが必要だ

いわゆる「アベノマスク」が大いに注目されました。マスク２枚より現
金を！の声も高まりました。西東京市では、災害備蓄品として医療用の
Ｎ95タイプのマスクを1200枚持っていますが（うち600枚は今回市内病
院へ配布）、一般的なサージカルマスクの備蓄はありません。感染症の
蔓延と震災等が同時に起き、避難所での感染拡大が起こることもあり得
ます。現在のマスク需要が落ち着いた段階で備蓄を考えるべきです。

活動報告 1月から3月にかけての
田村ひろゆきの活動をご紹介します

HPでも日々発信中!

西東京市成人式
来賓として壇上
からお祝いをさ
せていただきま
した。
18歳成人となる
2022年度以降の
式をどのような
ものにしていく
のかがこれから
の課題です。
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パリテまつり
障がい者福祉、ＬＧＢＴ、
食の安全などの講座に参加。

避難所あるあるワークショップ
避難所で起こる「あるあ
る」をグループで学ぶ。

議会トーク
改定されたハザードマップ
を参加者と確認しました。

1月

19

令和２年度予算成立・総額は759億4300万円 田村は反対03
総額759億4300万円の令和２年度西東京市一般会計予算が成立しました。
主な事業は、保谷庁舎の解体工事など庁舎統合に向けた取組に4億6751万円、
旧西東京市民会館の公民連携事業に3億9488万円、認可保育園２園の整備な
ど待機児童対策の推進に4億3962万円、田無駅南口駅前広場の整備に2億3724
万円、中原小学校建替事業の実施に37億4548万円などです。
私は、新型コロナウイルス感染症への対応が続く緊急時であることも考慮、
賛否について直前まで迷いましたが、
①勤労者福祉サービスセンターへの補助金をはじめとする見直しが不十分
な事業があること

②住民票等自動交付機の廃止など市民サービスの切り捨てが見られること
③事実上の田無庁舎統合案に近い状態ができあがった今もなお「市の中心
エリアでの統合を視野」にした検討を続ける方針を変えないこと

④令和４年度運用開始予定の市民会館跡地の官民連携施設の完成前である、
令和３年度の中央図書館・田無公民館の耐震改修工事による休館は市民
活動に与える影響が大きすぎること（詳細表面に掲載）

を指摘、市長のリーダーシップや調整力にも疑問を呈し反対しました。

賛成２０
自民・無所属⑨
公明⑤ 立憲③
ネット② 納田

反対７
共産④

小峰 森(て)
田村

解体される保谷庁舎


